Russian refugees and international society by 加納 格
ロシア難民と国際社会 : 一九二一年
著者 加納 格
出版者 法政大学文学部
雑誌名 法政大学文学部紀要
巻 61
ページ 23-40
発行年 2010-10
URL http://hdl.handle.net/10114/6215
［
は
じ
め
に
］
地
域
紛
争
が
生
み
出
す
難
民
問
題
は
、
現
代
世
界
に
あ
っ
て
平
和
構
築
の
枢
要
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
難
民
と
は
、
各
主
権
国
家
の
権
力
の
間はざまに
落
ち
込
ん
だ
人
々
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
国
家
主
権
に
包
摂
さ
れ
な
い
こ
と
で
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
国
家
に
よ
る
保
護
対
象
の
外
に
お
か
れ
る
。
だ
が
、
難
民
は
、
現
代
世
界
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ハ
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
国
民
国
家
と
関
連
付
け
な
が
ら
、
戦
間
期
世
界
の
特
徴
は
多
く
の
難
民
と
無
国
籍
者
の
出
現
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
し
（
①
二
三
五
）、
第
二
次
大
戦
下
に
起
こ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は
、
な
に
よ
り
も
そ
れ
以
前
に
発
生
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
問
題
の
帰
結
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
国
家
主
権
を
国
民
形
成
と
結
び
付
け
た
国
民
国
家
の
あ
り
方
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
国
家
主
権
と
排
他
的
領
域
、
単
一
民
族
理
念
を
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
国
民
国
家
は
、
そ
の
方
向
性
の
た
め
に
領
域
内
の
少
数
者
を
疎
外
し
、
彼
ら
の
う
ち
頑
な
に
同
化
を
拒
む
者
を
領
域
か
ら
排
除
し
が
ち
だ
か
ら
で
あ
る
。「
一
国
の
市
民
た
る
こ
と
と
民
族
的
帰
属
と
は
不
可
分
」
で
あ
り
、「
同
じ
民
族
的
起
源
を
持
つ
も
の
の
み
が
法
律
の
保
護
を
真
に
保
障
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
る
（
①
二
二
八
‐
二
二
九
）。「
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
よ
る
国
家
の
征
服
」
と
い
わ
れ
る
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
諸
帝
国
を
解
体
さ
せ
た
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
に
よ
り
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
が
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
ま
た
小
型
の
多
民
族
国
家
の
成
立
で
あ
り
、
構
成
す
る
民
族
の
一
つ
を
国
家
民
族
に
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
領
域
か
ら
排
除
さ
れ
る
少
数
者
が
出
現
す
る
と
き
、
国
民
国
家
の
少
数
者
問
題
は
国
際
関
係
の
難
民
問
題
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
⑨
四
、
⑭
）。
戦
間
期
に
難
民
問
題
を
広
範
に
調
査
し
た
シ
ン
プ
ソ
ン
は
、
十
七
世
紀
末
ま
で
は
宗
教
的
不
寛
容
、
そ
の
後
は
「
暴
政
」
か
ら
の
逃
亡
が
難
民
を
生
み
出
し
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
戦
間
期
に
あ
っ
て
は
、
難
民
を
生
み
出
す
原
因
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
暴
政
」
だ
と
い
う
の
が
シ
ン
プ
ソ
ン
の
意
見
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
国
家
の
神
格
化
」
と
「
政
治
、
社
会
、
宗
教
す
べ
て
で
、
対
立
す
る
忠
誠
の
排
除
」
に
結
果
し
た
。
移
住
が
繰
り
返
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
人
種
的
純
粋
の
主
張
は
根
拠
を
持
た
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
望
ま
し
く
な
い
民
族
集
団
を
排
除
し
よ
う
と
い
う
場
合
に
口
実
と
し
て
機
能
し
、
難
民
の
「
直
接
原
因
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
⑭
五
）。
こ
の
よ
う
に
難
民
の
出
現
は
、
国
民
国
家
理
念
の
特
質
と
第
一
次
世
界
大
戦
後
主
に
は
二
三
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中
東
欧
で
そ
れ
に
倣
っ
た
国
家
形
態
が
広
く
採
用
さ
れ
た
点
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。本
稿
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
下
の
世
界
に
出
現
し
た
ロ
シ
ア
難
民
へ
の
国
際
社
会
の
対
応
を
、
成
立
し
た
ば
か
り
の
包
括
的
国
際
組
織
で
あ
る
国
際
連
盟
の
動
き
を
中
心
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
無
論
ロ
シ
ア
は
単
一
民
族
を
標
榜
す
る
国
家
で
は
な
い
が
、
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
が
反
体
制
派
、
異
論
派
の
集
団
を
排
除
す
る
点
で
国
民
国
家
に
よ
る
少
数
者
排
除
と
性
格
を
一
に
し
て
い
る
。
そ
の
際
留
意
が
必
要
な
の
は
、
ロ
シ
ア
に
関
わ
る
こ
の
時
期
の
問
題
は
、
複
合
的
だ
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
ロ
シ
ア
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
初
期
を
特
徴
付
け
る
飢
饉
問
題
で
あ
る
。
一
九
一
七
年
革
命
の
原
因
と
し
て
食
糧
問
題
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
十
月
革
命
後
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
権
力
は
こ
の
問
題
に
引
き
続
き
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
③
）。
そ
し
て
そ
の
食
糧
「
汲
み
出
し
」
政
策
で
疲
弊
し
た
農
村
は
二
〇
年
の
大
旱
魃
に
よ
っ
て
決
定
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
蒙
り
、
ヴ
ォ
ル
ガ
地
方
で
は
多
く
の
餓
死
者
を
出
す
状
況
と
な
り
、
難
民
問
題
は
ロ
シ
ア
国
内
の
飢
餓
救
援
と
重
な
り
合
う
こ
と
に
な
っ
た
（
⑥
）。
第
二
に
ロ
シ
ア
難
民
問
題
は
、
少
数
者
問
題
と
関
連
し
て
い
た
。
周
知
の
よ
う
に
革
命
は
、
辺
境
地
域
の
社
会
的
動
揺
と
分
離
主
義
を
強
め
、
バ
ル
ト
諸
国
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
独
立
、
ベ
ッ
サ
ラ
ビ
ア
の
分
離
を
結
果
し
た
。
こ
れ
ら
の
新
国
家
の
形
成
は
、
旧
ロ
シ
ア
帝
国
内
に
居
住
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
民
の
帰
国
を
促
し
た
が
（
帰
国
難
民
）、
そ
れ
と
同
時
に
所
属
民
以
外
の
住
民
の
少
数
民
族
化
を
も
結
果
し
た
。
国
際
連
盟
は
、
新
国
家
形
成
に
伴
い
、
少
数
者
条
約
締
結
を
そ
の
加
盟
条
件
と
し
た
が
、
ロ
シ
ア
帝
国
解
体
か
ら
形
成
さ
れ
た
新
国
家
は
、「
ロ
シ
ア
人
少
数
者
」
を
域
内
に
抱
え
込
む
こ
と
に
な
っ
た
（
⑨
）。
そ
し
て
第
三
が
政
治
的
意
味
の
難
民
で
あ
る
。
革
命
と
内
戦
は
大
量
の
住
民
を
国
外
に
押
し
出
し
、
彼
ら
は
隣
接
地
域
・
諸
国
へ
と
流
出
し
た
。
そ
れ
ら
の
地
域
の
多
く
は
、
敗
戦
で
混
乱
に
あ
る
ト
ル
コ
、
旧
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
と
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
形
成
さ
れ
た
新
国
家
で
あ
り
、
国
家
形
成
期
、
あ
る
い
は
再
建
期
に
あ
る
諸
国
に
は
こ
れ
ら
の
者
た
ち
を
ど
う
処
遇
す
る
か
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
無
論
こ
れ
以
前
に
も
戦
争
・
内
乱
に
よ
る
住
民
の
国
外
脱
出
は
歴
史
上
多
く
生
起
し
て
き
た
が
、
国
民
管
理
が
強
化
さ
れ
た
時
代
の
住
民
の
大
量
国
外
脱
出
は
初
め
て
の
状
況
で
あ
っ
た
。
大
戦
終
結
と
共
に
到
来
し
た
国
民
国
家
の
時
代
は
、
同
時
に
難
民
問
題
の
出
来
を
意
味
し
、
こ
れ
は
「
歴
史
上
先
例
を
も
た
な
い
通
例
で
な
い
独
特
の
現
象
」
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
⑲
七
二
）。
以
上
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
難
民
問
題
は
、「
ロ
シ
ア
問
題
」
と
呼
ん
で
も
い
い
よ
う
な
戦
争
と
革
命
そ
し
て
飢
餓
が
招
来
し
た
複
合
的
問
題
と
し
て
存
在
し
た
。
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
で
こ
の
う
ち
殊
に
第
三
の
問
題
を
、
時
期
的
に
は
一
九
二
一
年
秋
ま
で
に
限
定
し
て
扱
う
。
ロ
シ
ア
難
民
へ
の
関
心
は
、
ソ
連
解
体
後
と
み
に
強
ま
っ
た
新
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
先
駆
的
業
績
と
し
て
碩
学
ラ
エ
フ
の
『
在
外
ロ
シ
ア
』
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
副
題
に
あ
る
よ
う
に
ロ
シ
ア
亡
命
者
の
文
化
史
的
叙
述
で
あ
る
（
⑪
）。
本
稿
の
目
的
と
す
る
国
際
社
会
の
難
民
対
応
に
絞
る
と
既
成
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
そ
の
中
で
ス
ク
ラ
ン
は
、
国
際
連
盟
の
難
民
救
援
体
制
形
成
を
ロ
シ
ア
難
民
問
題
か
ら
扱
っ
て
い
る
（
⑫
）。
ロ
シ
ア
で
は
一
九
一
七
年
革
命
研
究
の
新
し
い
傾
向
と
し
て
難
民
・
亡
命
者
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
為
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
国
際
社
会
の
対
応
と
い
う
点
で
貴
重
な
仕
事
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
ボ
チ
ャ
ロ
ヴ
ァ
で
、
そ
の
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仕
事
は
、ロ
シ
ア
内
ア
ル
ヒ
ー
フ
資
料
の
丹
念
な
渉
猟
に
基
づ
い
て
い
る（
⑰
、⑱
）。
日
本
の
研
究
で
は
、
主
な
関
心
は
亡
命
者
の
思
想
、
ア
ジ
ア
部
の
難
民
・
亡
命
者
に
向
け
ら
れ
て
い
て
、
貴
重
な
成
果
を
生
ん
で
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
部
の
難
民
に
関
わ
る
仕
事
は
少
な
い
。
そ
の
中
で
文
化
史
か
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
部
に
関
し
て
諫
早
勇
一
の
仕
事
が
あ
る
（
②
）。
本
稿
で
は
第
一
章
で
前
提
と
し
て
難
民
規
模
に
関
し
て
考
察
し
、
第
二
章
、
三
章
で
難
民
へ
の
国
際
社
会
の
対
応
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
国
際
社
会
と
は
設
立
さ
れ
た
国
際
連
盟
、
非
政
府
国
際
援
助
団
体
、
主
権
国
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
社
会
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ア
ク
タ
ー
が
主
権
国
家
の
間
に
落
ち
た
人
々
＝
難
民
に
い
か
に
対
応
し
た
か
が
問
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
［
Ⅰ
］
ロ
シ
ア
難
民
の
出
現
と
そ
の
規
模
ロ
シ
ア
難
民
形
成
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
、
一
九
一
七
年
の
二
月
革
命
・
十
月
革
命
、
内
戦
と
帝
国
解
体
に
よ
る
領
土
変
更
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
に
よ
る
二
二
年
の
知
識
人
追
放
、
二
九
年
以
降
の
農
業
集
団
化
政
策
も
多
く
の
者
の
出
国
を
促
し
た
。
し
た
が
っ
て
流
出
期
間
は
短
い
も
の
で
は
な
い
が
、
国
際
社
会
が
ロ
シ
ア
難
民
の
存
在
に
関
心
を
向
け
た
の
は
、
ロ
シ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
部
の
内
戦
が
終
結
し
た
一
九
二
一
年
で
あ
っ
た
。
一
九
一
九
年
秋
か
ら
冬
に
内
戦
は
、「
転
換
点
」
を
迎
え
た
。
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
に
迫
っ
た
ユ
デ
ニ
ッ
チ
の
北
西
軍
が
ト
ロ
ツ
キ
ー
指
揮
の
赤
軍
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
、
南
か
ら
オ
リ
ョ
ル
を
占
領
し
た
ロ
シ
ア
南
部
軍
事
勢
力
も
赤
軍
の
反
撃
で
後
退
し
た
（
⑩
一
九
四
‐
二
一
五
）。
ま
た
シ
ベ
リ
ア
で
は
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
軍
が
東
へ
後
退
し
た
（
⑦
五
一
六
）。
以
降
白
軍
は
後
退
を
続
け
、
ロ
シ
ア
領
か
ら
の
「
撤
退
」
が
作
戦
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇
年
一
月
の
オ
デ
ッ
サ
を
皮
切
り
に
、
二
月
に
は
北
部
の
ア
ル
ハ
ン
ゲ
リ
ス
ク
か
ら
、
三
月
に
は
南
部
の
ノ
ヴ
ォ
ロ
シ
イ
ス
ク
か
ら
白
軍
勢
力
が
撤
退
し
た
。
そ
し
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
＝
ポ
ー
ラ
ン
ド
戦
争
終
結
後
二
〇
年
十
一
月
に
は
ヴ
ラ
ン
ゲ
リ
軍
が
ク
リ
ミ
ア
半
島
を
脱
出
し
、
翌
年
三
月
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
反
乱
敗
北
で
反
乱
者
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
逃
れ
た
（㉔
五
〇
三
）。
三
年
弱
に
渡
り
、紆
余
を
経
た
内
戦
は
、極
東
地
域
を
除
い
て
こ
こ
に
ほ
ぼ
終
結
し
た
。
こ
の
間
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
部
で
は
エ
ス
ト
ニ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
間
で
、
ま
た
ア
ジ
ア
部
で
も
ペ
ル
シ
ャ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
の
間
で
国
境
線
画
定
条
約
が
締
結
さ
れ
、
帝
国
領
土
は
解
体
し
、
新
領
域
が
確
定
し
た
。
北
、
西
、
南
、
東
へ
向
か
っ
て
行
わ
れ
た
白
軍
勢
力
の
撤
退
、
赤
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
占
領
、
そ
し
て
領
土
の
分
割
に
よ
っ
て
旧
ロ
シ
ア
帝
国
の
国
境
線
内
外
に
難
民
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（㉔
四
八
八
‐
四
九
一
、
⑩
一
九
四
‐
二
一
五
）。
こ
の
長
期
の
混
乱
で
国
外
に
出
た
人
々
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
数
に
上
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。一
括
し
て
ロ
シ
ア
難
民
と
呼
ば
れ
た
が
、
実
際
の
民
族
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
は
多
様
で
あ
っ
た
人
々
の
数
を
確
定
す
る
の
は
、
実
は
困
難
な
作
業
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
新
主
権
国
家
に
と
っ
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
従
来
の
国
家
に
と
っ
て
も
こ
れ
は
、
初
め
て
の
事
態
で
あ
り
、
事
態
が
流
動
的
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
状
況
把
握
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
調
査
が
難
民
の
流
出
し
た
多
く
の
周
辺
国
す
べ
て
を
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
起
こ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
現
在
に
お
い
て
も
当
時
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
り
推
計
す
る
方
法
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
当
時
の
調
査
で
は
ロ
シ
ア
難
民
と
国
際
社
会
—
一
九
二
一
年
二
五
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最
少
は
七
十
万
人
、
最
大
は
三
百
万
人
と
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
曖
昧
さ
は
、
一
つ
は
戦
時
捕
虜
の
存
在
が
原
因
で
あ
る
。
戦
時
捕
虜
の
帰
国
は
、
大
戦
終
結
に
よ
り
国
際
社
会
、
と
り
わ
け
国
際
連
盟
の
課
題
と
な
っ
た
が
、
ど
れ
だ
け
の
捕
虜
が
帰
国
を
希
望
し
、
実
際
に
帰
国
し
た
か
を
調
査
す
る
の
は
困
難
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る（１）。こ
う
し
た
条
件
に
あ
っ
て
表
１
は
シ
ン
プ
ソ
ン
の
示
し
た
ロ
シ
ア
難
民
数
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
米
赤
十
字
の
調
査
は
、
二
〇
年
十
一
月
一
日
時
点
で
一
九
六
万
名
の
難
民
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
は
米
赤
十
字
が
行
っ
た
救
援
活
動
に
基
づ
い
て
推
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
表
に
見
る
よ
う
に
、
そ
の
半
数
以
上
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
１
／
４
強
を
ド
イ
ツ
在
留
難
民
が
占
め
て
い
る
。
地
理
的
に
こ
こ
に
は
大
戦
時
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
＝
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
戦
争
の
捕
虜
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。他
方
、
不
自
然
な
こ
と
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
猖
獗
を
極
め
た
ポ
グ
ロ
ム
を
逃
れ
て
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
流
出
し
て
い
た
ル
ー
マ
ニ
ア
の
難
民
数
が
、
ゼ
ロ
と
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
イ
ジ
ュ
モ
フ
の
調
査
結
果
も
、
不
自
然
な
点
が
目
に
付
く
。
六
三
・
五
万
—
七
五
・
五
万
人
と
米
赤
十
字
の
約
１
／
３
と
し
た
こ
の
調
査
は
、
二
一
年
当
時
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
に
設
立
さ
れ
た
難
民
救
援
の
た
め
の
ボ
ブ
リ
ン
ス
キ
ー
事
務
所
の
資
料
が
プ
ラ
ハ
の
ロ
シ
ア
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
そ
れ
に
修
正
を
加
え
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
オ
デ
ッ
サ
か
ら
脱
出
し
た
旧
ヴ
ラ
ン
ゲ
リ
軍
所
属
の
多
く
の
将
兵
が
収
容
さ
れ
た
レ
ム
ノ
ス
島
の
難
民
が
ゼ
ロ
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
内
戦
末
期
に
南
部
か
ら
脱
出
し
た
も
の
は
難
民
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
多
く
の
難
民
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ト
ル
コ
を
経
由
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
六
万
人
と
い
う
難
民
数
も
、
い
か
に
も
過
小
で
あ
る
。
イ
ジ
ュ
モ
フ
の
推
計
の
過
小
さ
を
示
し
て
い
る
の
が
表
２
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
際
連
盟
第
六
回
総
会
で
行
わ
れ
た
パ
ス
ポ
ー
ト
制
度
討
議
の
資
料
に
付
さ
れ
た
難
民
数
で
あ
る
。ド
イ
ツ
、フ
ラ
ン
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
万
人
が
最
大
で
あ
る
が
、
各
国
に
散
ら
ば
っ
た
難
民
数
は
、
一
九
二
六
年
で
も
一
一
三
万
人
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
⑭
八
二
、㉗四
九
‐
五
一
）。
で
は
二
〇
年
代
初
め
の
ロ
シ
ア
難
民
数
を
ど
う
把
握
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
。
ロ
シ
ア
・
ソ
連
期
の
人
口
を
統
計
資
料
か
ら
明
ら
か
に
し
た
ポ
リ
ャ
コ
フ
の
仕
事
に
よ
る
と
、
米
赤
十
字
の
報
告
に
含
ま
れ
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
居
留
の
戦
時
捕
虜
は
、
一
八
年
以
降
順
次
帰
国
し
、
二
〇
年
時
点
の
残
留
者
は
七
二
万
人
も
し
く
は
六
五
万
人
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
か
ら
の
帰
国
者
を
除
き
、
陸
路
脱
出
の
ル
ー
マ
ニ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
海
路
脱
出
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
南
部
軍
事
勢
力
の
海
軍
が
逃
れ
た
北
ア
フ
リ
カ
・
チ
ュ
ニ
ス
の
難
民
を
加
え
る
と
、
一
八
五
万
人
と
な
る
。
ま
た
米
赤
十
字
調
査
以
降
に
新
ロ
シ
ア
、
ク
リ
ミ
ア
か
ら
の
軍
人
、
民
間
人
の
脱
出
が
本
格
化
し
、
二
〇
年
秋
に
は
ト
ル
コ
の
難
民
数
は
登
録
者
で
二
二
万
五
千
人
に
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
難
民
を
加
え
た
の
が
表
３
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
る
よ
う
に
中
国
に
在
留
す
る
難
民
を
加
え
る
と
約
二
百
万
人
の
人
々
が
難
民
と
し
て
ロ
シ
ア
領
外
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
中
国
の
難
民
数
は
、
沿
海
州
か
ら
の
白
軍
撤
退
が
一
九
二
二
年
秋
な
の
で
さ
ら
に
以
降
増
加
す
る
。
一
九
二
二
年
の
ロ
シ
ア
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
の
人
口
は
、
一
億
百
万
人
と
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
難
民
数
は
人
口
の
約
二
％
に
あ
た
る
（
⑳
一
四
一
‐
一
四
二
）。
こ
の
多
数
の
難
民
の
政
治
的
・
思
想
的
傾
向
と
社
会
・
経
済
状
態
は
様
々
で
あ
っ
た
。
長
期
に
わ
た
る
混
乱
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
単
独
の
権
力
掌
握
は
、
多
く
の
政
治
思
想
潮
流
を
国
外
に
追
い
立
て
、
戦
時
共
産
主
義
は
広
い
社
会
層
に
祖
国
を
捨
て
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
政
治
・
思
想
は
君
主
派
か
ら
左
右
の
自
由
主
義
者
、
メ
ン
シ
ェ
文学部紀要　第六十一号
二
六
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ヴ
ィ
キ
、
エ
ス
エ
ル
ら
社
会
主
義
者
ま
で
多
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
旧
臨
時
政
府
閣
僚
が
含
ま
れ
る
と
と
も
に
白
軍
指
導
部
も
い
た
。
社
会
出
自
は
、
ロ
シ
ア
社
会
を
そ
の
ま
ま
国
外
に
移
し
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
多
様
で
あ
っ
た
が
、出
国
先
で
の
職
業
は
、
工
場
労
働
者
・
職
人
二
三
％
、農
民
四
一
％
、肉
体
労
働
に
あ
た
る
知
識
層
三
一
％
、
知
識
特
殊
労
働
五
％
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
（㉔五
〇
三
‐
五
〇
五
）。
こ
の
よ
う
に
小
国
の
住
民
数
を
は
る
か
に
越
え
る
大
量
で
、
多
様
な
構
成
を
持
つ
難
民
が
各
国
に
分
散
し
た
。
こ
れ
が
、
当
該
政
府
に
と
っ
て
は
重
大
な
問
題
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
難
民
問
題
は
国
際
政
治
の
課
題
と
な
っ
て
現
れ
た
。そ
し
て
そ
れ
は
、ロ
シ
ア
飢
餓
を
原
因
と
す
る
東
欧
の
疫
病
拡
大
、
ロ
シ
ア
へ
の
飢
餓
救
援
、
各
国
の
少
数
者
保
護
問
題
と
関
連
し
な
が
ら
対
応
を
国
際
社
会
に
迫
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
［
Ⅱ
］
国
際
社
会
の
反
響
出
現
し
た
大
規
模
な
難
民
に
国
際
社
会
は
ど
う
対
応
し
た
だ
ろ
う
か
。
最
も
早
期
に
反
応
し
た
の
は
、
非
政
府
組
織
で
あ
っ
た
。
二
一
年
二
月
半
ば
に
国
際
赤
十
字
委
員
会
は
、ロ
シ
ア
難
民
問
題
検
討
の
た
め
の
非
公
式
会
合
を
召
集
し
た
。
出
席
し
た
の
は
、
国
際
赤
十
字
委
員
会
の
ほ
か
に
国
際
労
働
機
構
、
児
童
救
援
国
際
同
盟
、「
セ
ー
ヴ
・
チ
ル
ド
レ
ン
」
基
金
、
国
際
赤
十
字
同
盟
、
ロ
シ
ア
救
援
協
会
（
旧
ロ
シ
ア
赤
十
字
）
の
五
組
織
で
国
際
連
盟
事
務
局
が
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ァ
ー
と
し
て
出
席
し
た
（
⑮1921
Ⅲ
‐
Ⅳ
二
二
一
‐
二
二
九
）。
会
合
の
作
成
し
た
覚
書
は
、
問
題
の
重
要
性
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
八
十
万
人
以
上
の
ロ
シ
ア
人
難
民
」
が
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
家
、
特
に
バ
ル
ト
諸
国
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、ト
ル
コ
、ブ
ル
ガ
リ
ア
、ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
散
ら
ば
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
生
存
手
段
を
持
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
中
で
も
適
切
な
教
育
手
段
を
欠
い
た
若
者
は
、
成
長
し
て
「
明
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
無
用
の
有
害
分
子
と
な
る
危
険
」
が
あ
る
。
問
題
の
緊
急
性
を
こ
の
よ
う
に
指
摘
し
た
上
で
、
覚
書
は
、
既
に
行
わ
れ
て
き
た
個
別
政
府
・
組
織
に
よ
る
救
援
を
不
十
分
と
し
、
国
際
連
盟
が
高
等
弁
務
官
を
任
命
し
、
救
援
活
動
を
集
中
す
る
べ
き
だ
と
提
案
し
た
。
設
立
間
も
な
い
国
際
連
盟
だ
が
、
戦
時
捕
虜
の
帰
国
で
既
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
た
の
で
、
難
民
問
題
に
集
中
的
に
当
た
る
の
は
、
国
際
連
盟
を
お
い
て
な
い
と
い
う
の
が
そ
の
意
見
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
高
等
弁
務
官
の
職
務
と
想
定
さ
れ
た
の
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。
①
ロ
シ
ア
難
民
の
法
的
地
位
の
確
立
。
②
在
住
が
保
障
さ
れ
る
国
で
の
雇
用
の
組
織
化
。
ロ
シ
ア
帰
国
の
組
織
化
。
③
す
べ
て
の
救
援
活
動
の
国
際
連
盟
へ
の
集
中
。
覚
書
は
、
国
際
法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
法
的
組
織
に
保
護
さ
れ
な
い
八
十
万
人
が
二
十
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
存
在
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
難
民
問
題
へ
の
国
際
対
応
を
理
由
付
け
た
。
覚
書
は
、
二
月
二
十
日
に
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
議
長
グ
ス
タ
フ
・
ア
ド
ル
の
書
簡
と
と
も
に
、
国
際
連
盟
理
事
会
に
提
出
さ
れ
た
。
国
際
連
盟
は
、
こ
れ
を
受
け
て
三
月
一
日
に
連
盟
加
盟
諸
国
に
事
務
総
長
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ド
ル
モ
ン
ド
名
の
書
簡
を
送
り
、
一
六
日
に
は
事
務
総
長
覚
書
を
公
表
し
て
対
応
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
で
は
国
際
連
盟
の
ロ
シ
ア
難
民
問
題
へ
の
全
面
関
与
は
難
し
い
が
、
一
定
範
囲
の
援
助
は
可
能
と
し
、
国
際
赤
十
字
委
員
会
の
示
し
た
救
援
の
三
点
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
第
一
点
は
、
原
則
的
に
は
難
民
の
在
留
す
る
諸
国
政
府
の
問
題
で
あ
る
が
、
国
際
的
調
整
と
協
力
が
意
義
を
ロ
シ
ア
難
民
と
国
際
社
会
—
一
九
二
一
年
二
七
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持
っ
て
お
り
、希
望
に
よ
り
国
際
連
盟
が
そ
の
処
理
に
あ
た
る
。第
二
点
の
帰
国
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
と
の
交
渉
が
難
し
い
状
況
な
の
で
移
送
に
関
わ
る
の
は
不
可
能
だ
が
、
雇
用
に
つ
い
て
は
情
報
獲
得
に
努
め
る（２）。
第
三
点
の
難
民
援
助
は
、
強
力
な
国
際
組
織
の
統
合
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
が
最
善
で
あ
り
、
ま
ず
は
赤
十
字
同
盟
と
国
際
赤
十
字
委
員
会
の
合
同
が
必
要
で
あ
る
。
難
点
は
財
政
問
題
で
、
加
盟
諸
国
に
こ
れ
以
上
の
負
担
増
大
を
求
め
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
上
で
国
際
協
力
が
ど
の
程
度
望
ま
し
い
か
、
国
際
連
盟
の
果
た
す
役
割
は
い
か
ほ
ど
か
に
つ
い
て
各
国
政
府
に
意
見
が
求
め
ら
れ
た
（
⑮1921
Ⅲ
‐
Ⅳ
二
二
一
‐
二
二
九
）。
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
難
民
問
題
は
、
国
際
社
会
の
関
心
と
な
っ
た
。
第
一
点
の
法
的
地
位
問
題
は
、
当
時
難
民
の
定
義
が
存
在
し
な
か
っ
た
点
に
関
わ
っ
て
い
る
。
国
民
国
家
モ
デ
ル
に
基
づ
く
主
権
国
家
に
よ
る
国
家
間
関
係
が
国
際
関
係
の
基
盤
で
あ
る
中
で
難
民
と
い
う
存
在
に
は
規
定
を
与
え
よ
う
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る（３）。
し
か
し
、
分
類
不
可
能
な
き
わ
め
て
多
数
の
人
々
が
存
在
す
る
こ
と
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
危
機
意
識
は
、
強
い
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
務
総
長
書
簡
へ
の
回
答
は
、
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
三
つ
の
国
際
組
織
と
一
三
の
国
家
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
以
外
に
連
盟
理
事
会
に
難
民
の
八
組
織
・
個
人
か
ら
書
簡
が
届
い
た（４）。
い
ず
れ
も
六
月
下
旬
に
予
定
さ
れ
て
い
た
理
事
会
会
合
で
の
検
討
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
難
民
か
ら
は
次
の
よ
う
な
要
望
が
出
さ
れ
た
。
旧
臨
時
政
府
関
係
者
、
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
活
動
家
ら
か
ら
組
織
さ
れ
た
パ
リ
の
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
・
都
市
自
治
体
救
援
委
員
会
か
ら
は
元
首
相
ゲ
ー
・
リ
ヴ
ォ
フ
の
書
簡
が
送
ら
れ
た
。
リ
ヴ
ォ
フ
は
、「
二
百
万
人
以
上
」
の
ロ
シ
ア
人
が
国
外
に
避
難
所
を
求
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
極
東
（
日
本
、
中
国
）
に
難
民
と
し
て
在
住
し
て
い
る
。
彼
ら
の
帰
国
は
飢
饉
と
あ
ら
ゆ
る
迫
害
の
危
険
の
た
め
に
「
長
期
」
に
わ
た
っ
て
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
と
状
況
を
説
明
し
た
。
そ
し
て
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
の
日
露
戦
争
以
来
内
戦
ま
で
の
難
民
救
援
活
動
、
人
道
活
動
の
実
績
を
挙
げ
て
、
国
際
連
盟
に
よ
る
救
援
活
動
の
統
一
と
そ
れ
を
担
う
人
物
の
任
命
、
そ
の
組
織
へ
の
難
民
の
参
加
を
求
め
た
。
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
・
都
市
自
治
体
連
合
は
、「
時
が
来
た
と
き
ロ
シ
ア
へ
道
徳
的
・
知
的
な
力
を
維
持
し
て
戻
る
」
た
め
に
難
民
の
「
健
康
、
文
化
、
労
働
」
を
保
持
す
る
必
要
が
あ
り
、「
国
際
的
公
正
の
理
念
」
を
体
現
す
る
国
際
連
盟
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
⑮1921
Ⅶ
‐
Ⅷ
四
八
五
‐
五
〇
九
、㉒一
六
‐
一
七
）。
も
う
一
つ
同
じ
く
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
組
織
か
ら
は
理
事
会
開
催
直
前
に
、
臨
時
政
府
期
に
モ
ス
ク
ワ
市
長
で
あ
っ
た
エ
ヌ
・
イ
ー
・
ア
ス
ト
ロ
フ
、
そ
の
妻
で
社
会
活
動
家
で
あ
っ
た
エ
ヌ
・
ヴ
ェ
ー
・
パ
ー
ニ
ナ
、
ロ
シ
ア
赤
十
字
代
表
ゲ
ー
・
ロ
ジ
ゲ
ン
ス
キ
ー
の
意
見
書
が
出
さ
れ
た
。
主
旨
は
国
際
連
盟
に
よ
る
難
民
救
援
中
央
組
織
の
設
置
を
求
め
る
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
は
っ
き
り
と
難
民
帰
国
へ
の
反
対
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
帰
国
は
国
を
捨
て
て
避
難
所
を
求
め
た
人
々
に
対
す
る
強
制
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
を
行
う
こ
と
は
帰
国
者
を
報
復
的
権
力
の
「
デ
ス
ポ
チ
ズ
ム
」
に
委
ね
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
に
慈
悲
を
当
て
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
中
央
で
決
定
さ
れ
て
も
、
地
方
の
チ
ェ
カ
組
織
の
専
横
的
権
力
と
不
服
従
は
、
中
央
当
局
に
よ
る
約
束
、
保
障
を
ゼ
ロ
に
す
る
か
ら
で
あ
る
（㉕
八
）。白軍
南
部
軍
事
勢
力
総
司
令
官
で
あ
っ
た
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ヴ
ラ
ン
ゲ
リ
か
ら
は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
難
民
の
救
援
に
つ
い
て
覚
書
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ヴ
ラ
ン
ゲ
リ
は
、
出
国
後
当
初
は
諸
国
に
反
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
軍
事
干
渉
の
必
要
を
訴
え
た
が
、
連
合
軍
の
説
得
で
武
装
解
除
に
応
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
三
月
に
は
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
反
乱
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
赤
の
圧
制
か
ら
守
る
た
め
」
の
戦
い
と
位
置
付
け
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て
救
援
を
訴
え
る
電
報
を
連
盟
理
事
会
に
送
り
、
反
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
を
国
際
世
論
に
積
極
的
に
訴
え
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
（
⑮1921
Ⅴ
二
七
九
）。
こ
の
覚
書
で
は
ヴ
ラ
ン
ゲ
リ
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
よ
る
部
隊
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
へ
の
帰
国
措
置
と
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
事
業
に
強
い
抗
議
を
行
っ
た
。「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
指
導
者
は
、
…
も
し
機
会
が
あ
れ
ば
…
敵
に
加
わ
る
も
の
を
一
掃
し
た
い
と
い
う
願
い
で
動
い
て
」
お
り
、「
目
的
の
た
め
に
は
手
段
を
選
ば
な
い
権
力
に
よ
る
」「
恩
赦
の
い
か
な
る
約
束
に
も
信
頼
が
置
か
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」。
ま
た
南
米
の
気
候
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
出
身
者
に
は
厳
し
く
、
労
働
条
件
は
「
白
い
奴
隷
」
に
な
る
類
で
あ
る
の
に
仏
政
府
は
、
こ
う
し
た
点
を
明
ら
か
に
し
な
い
で
移
住
を
進
め
て
い
る
。
ヴ
ラ
ン
ゲ
リ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
殊
に
バ
ル
カ
ン
諸
国
へ
の
移
住
と
生
活
建
設
に
国
際
連
盟
の
資
金
拠
出
を
求
め
た
。
そ
の
費
用
見
積
も
り
は
半
年
で
四
五
〇
万
ド
ル
で
あ
っ
た
（
⑮1921
Ⅶ
‐
Ⅷ
五
〇
一
）。
こ
れ
ら
の
主
張
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
体
制
へ
の
強
い
不
信
を
特
徴
と
す
る
が
、
国
際
連
盟
の
積
極
的
介
入
と
援
助
を
求
め
る
点
と
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
へ
の
帰
国
拒
否
で
は
一
致
し
、
連
盟
の
下
に
高
等
弁
務
官
を
設
置
す
る
と
い
う
提
案
に
も
同
意
し
て
い
る
。
問
題
は
そ
の
組
織
化
で
、
難
民
の
組
織
へ
の
参
加
が
重
視
さ
れ
た
。
で
は
、
難
民
問
題
は
各
主
権
国
家
に
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
回
答
を
寄
せ
た
各
国
政
府
の
内
難
民
は
存
在
し
な
い
と
し
た
南
ア
フ
リ
カ
政
府
を
除
け
ば
ほ
か
の
政
府
は
難
民
問
題
に
国
際
連
携
を
と
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
難
民
担
当
の
高
等
弁
務
官
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
賛
同
し
た
。
ロ
シ
ア
難
民
に
も
っ
と
も
関
わ
り
の
深
い
フ
ラ
ン
ス
は
、
効
果
的
な
の
は
国
際
連
盟
が
難
民
救
援
を
組
織
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
文
明
的
諸
国
民
」
の
支
持
が
得
ら
れ
、「
私
的
な
政
治
目
的
」
で
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
（
⑮1921
Ⅶ
‐
Ⅷ
四
八
八
）。
し
か
し
、
国
際
連
携
に
は
賛
成
し
な
が
ら
も
各
国
の
事
情
は
複
雑
で
あ
っ
た
。
敗
戦
国
で
あ
る
と
と
も
に
多
く
の
難
民
を
在
留
さ
せ
て
い
た
ド
イ
ツ
は
、
自
国
民
の
雇
用
す
ら
調
整
で
き
な
い
状
態
で
ロ
シ
ア
人
移
住
者
に
雇
用
を
与
え
る
公
的
政
策
は
不
可
能
で
あ
り
、
民
間
国
際
組
織
の
確
立
を
共
感
を
持
っ
て
見
守
る
と
回
答
し
た
（
⑮1921
Ⅶ
‐
Ⅷ
四
八
九
）。
戦
後
不
況
を
経
験
し
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
は
、
高
い
失
業
率
に
加
え
て
旧
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
が
帰
国
し
て
い
る
状
況
で
ロ
シ
ア
難
民
の
受
け
入
れ
は
た
と
え
少
数
で
あ
っ
て
も
不
可
能
と
し
た
。
国
際
協
力
の
形
で
ロ
シ
ア
難
民
問
題
を
他
国
政
府
、
ま
た
国
際
連
盟
の
負
担
で
切
り
抜
け
る
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
反
乱
の
敗
北
で
三
月
以
来
多
く
の
難
民
が
流
入
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
も
、
難
民
扶
助
負
担
の
重
さ
を
同
様
に
訴
え
て
い
る
（㉕五
）。
こ
の
よ
う
に
戸
惑
い
と
消
極
的
対
応
が
み
て
と
れ
る
中
で
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
政
府
の
立
場
は
、
対
応
の
積
極
性
に
お
い
て
際
立
っ
て
い
た
。
外
相
ベ
ネ
シ
ュ
名
で
出
さ
れ
た
回
答
は
、
国
際
共
同
行
動
の
必
要
性
を
強
調
し
、
難
民
の
雇
用
確
保
の
た
め
国
家
間
移
動
を
可
能
と
す
る
、
す
べ
て
の
国
家
で
有
効
性
を
持
つ
パ
ス
ポ
ー
ト
・
身
分
証
明
書
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
た
。
難
民
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
法
的
・
民
事
的
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
各
国
に
共
通
な
機
構
を
国
際
連
盟
が
各
国
政
府
に
提
案
す
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
ま
た
帰
国
措
置
は
、
現
時
点
で
不
可
能
だ
が
、
国
際
連
盟
に
よ
る
難
民
の
帰
国
希
望
調
査
、
雇
用
確
保
の
た
め
の
能
力
・
職
業
調
査
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
立
場
の
根
底
に
あ
る
の
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
へ
の
不
信
で
あ
る
。
反
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
系
難
民
を
保
護
す
る
必
要
性
は
、「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
が
ま
っ
た
く
正
常
で
な
い
仕
方
で
樹
立
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
政
府
メ
ン
バ
ー
が
…
ロ
シ
ア
難
民
の
大
多
数
の
感
情
だ
け
で
な
く
、
文
明
世
界
の
多
数
の
感
情
に
も
対
ロ
シ
ア
難
民
と
国
際
社
会
—
一
九
二
一
年
二
九
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立
す
る
と
い
う
事
実
か
ら
生
じ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
ま
た
国
際
連
盟
へ
の
強
い
期
待
も
表
明
さ
れ
た
。
難
民
援
助
国
際
基
金
の
設
立
を
提
案
し
て
報
告
は
、
次
の
よ
う
に
国
際
連
盟
の
使
命
を
強
調
し
て
い
る
。「
ロ
シ
ア
人
難
民
問
題
の
満
足
な
解
決
は
、
人
道
的
問
題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
文
明
世
界
の
未
来
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
わ
れ
わ
れ
の
考
え
で
は
、
近
代
文
明
は
何
よ
り
も
人
々
か
ら
他
者
に
与
え
ら
れ
る
相
互
援
助
に
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
、
こ
の
高
貴
な
感
情
の
明
確
な
証
明
を
も
っ
て
人
々
が
互
い
に
与
え
合
う
と
き
に
の
み
、
国
際
連
盟
の
現
実
の
確
か
な
基
盤
が
世
界
に
存
在
し
て
い
る
と
真
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
」（
⑮
1921
Ⅶ
‐
Ⅷ
四
九
一
‐
四
九
二
）。
以
上
の
よ
う
に
難
民
問
題
へ
の
各
国
の
対
応
は
、
各
々
の
財
政
状
況
及
び
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
と
の
関
係
に
よ
り
違
い
が
あ
っ
た
が
、
国
際
的
対
処
と
国
際
連
盟
の
関
与
の
必
要
で
は
一
致
し
た
。
こ
う
し
た
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
中
で
国
際
赤
十
字
委
員
会
は
、
六
月
十
五
日
の
連
盟
理
事
会
宛
書
簡
で
救
援
の
重
荷
を
減
ら
す
た
め
に
は
難
民
の
帰
国
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
へ
代
表
を
派
遣
し
、
難
民
が
祖
国
で
「
生
存
と
安
全
」
を
保
障
さ
れ
る
か
を
確
認
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
重
要
な
の
は
、
こ
れ
を
連
盟
事
務
総
長
の
見
解
だ
と
し
た
点
で
、
こ
こ
か
ら
す
る
と
国
際
連
盟
と
国
際
赤
十
字
委
員
会
の
基
本
的
な
考
え
は
、
援
助
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
難
民
の
帰
国
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
意
見
の
あ
る
中
で
連
盟
理
事
会
は
、
フ
ラ
ン
ス
代
表
ハ
ノ
ト
の
報
告
を
受
け
た
。
ハ
ノ
ト
は
、
各
国
政
府
の
求
め
て
い
た
難
民
高
等
弁
務
官
の
設
置
を
提
案
し
た
。
職
務
は
難
民
の
法
的
地
位
の
定
義
、
難
民
の
帰
国
ま
た
は
受
け
入
れ
可
能
な
国
へ
の
移
送
、
非
政
府
団
体
間
の
救
援
活
動
の
調
整
の
三
点
で
あ
っ
た
。
任
命
に
あ
た
っ
て
は
、
弁
務
官
は
諸
政
府
か
ら
支
持
を
得
ら
れ
る
権
威
と
共
に
ロ
シ
ア
難
民
に
影
響
力
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
か
つ
こ
れ
ま
で
の
政
治
的
立
場
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
報
告
で
大
き
な
比
重
を
占
め
た
の
は
、
各
国
政
府
が
過
重
を
訴
え
て
き
た
財
政
問
題
で
あ
る
。
難
民
の
う
ち
児
童
、
女
性
、
病
人
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
活
動
を
行
っ
て
き
た
組
織
の
「
寛
大
さ
と
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
」
に
委
ね
ら
れ
う
る
が
、
そ
れ
以
外
の
者
は
国
際
連
盟
の
活
動
領
域
に
入
っ
て
お
り
、
彼
ら
へ
の
援
助
は
各
政
府
の
「
極
め
て
重
い
負
担
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
状
況
を
改
善
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
関
係
各
国
に
負
担
分
担
を
求
め
る
と
と
も
に
旧
ロ
シ
ア
政
府
在
外
資
金
の
活
用
が
提
起
さ
れ
た
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
政
府
の
提
案
し
た
連
盟
加
盟
国
へ
の
拠
出
要
請
は
、
関
心
と
つ
り
あ
い
の
取
れ
な
い
負
担
を
い
く
つ
か
の
国
家
に
押
し
付
け
る
と
し
て
斥
け
ら
れ
た（５
）（
⑮1921
Ⅸ
七
五
五
‐
七
五
八
）。
こ
の
報
告
は
、
理
事
会
で
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
次
の
四
点
が
決
議
と
し
て
承
認
さ
れ
た
（
⑮1921
Ⅶ
‐
Ⅷ
四
八
五
）。
①
ロ
シ
ア
人
難
民
問
題
の
全
般
的
解
決
を
図
る
最
良
の
方
法
と
し
て
高
等
弁
務
官
の
任
命
。
そ
の
責
務
は
、
政
府
、
民
間
組
織
に
よ
る
行
動
の
調
整
。
②
難
民
の
政
治
的
、
法
的
、
財
政
的
問
題
の
明
確
化
。
事
務
総
長
に
よ
る
難
民
問
題
に
関
わ
る
民
間
組
織
の
活
動
調
整
。
事
務
総
長
の
関
係
諸
国
と
の
問
題
全
般
、
こ
と
に
財
政
問
題
に
関
す
る
協
議
。
③
ロ
シ
ア
人
難
民
問
題
・
関
係
政
府
協
議
会
の
開
催
。
難
民
問
題
の
最
終
的
解
決
に
責
任
を
負
う
高
等
弁
務
官
事
務
所
の
早
期
組
織
化
。
④
も
し
必
要
で
あ
れ
ば
、
次
期
理
事
会
ま
で
に
高
等
弁
務
官
任
命
。
必
要
な
ら
そ
の
職
員
を
任
命
。
こ
う
し
て
難
民
高
等
弁
務
官
制
度
の
導
入
が
決
ま
っ
た
。
ま
た
当
事
者
の
ロ
シ
ア
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人
は
、
助
言
者
と
な
っ
て
も
、
弁
務
官
に
は
就
任
で
き
な
い
と
決
定
さ
れ
た
。
こ
こ
ま
で
は
難
民
組
織
が
求
め
て
い
た
方
向
に
合
致
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。し
か
し
、
こ
う
し
た
方
向
が
と
ら
れ
る
過
程
で
国
際
赤
十
字
委
員
会
の
報
告
に
あ
る
よ
う
に
解
決
に
は
帰
国
事
業
が
得
策
と
い
う
雰
囲
気
が
強
く
な
っ
た
の
で
、
難
民
の
間
に
は
強
制
送
還
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
が
強
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
・
都
市
自
治
体
委
員
会
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
代
表
を
務
め
て
い
た
ア
ス
ト
ロ
フ
は
、
委
員
会
総
会
で
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
難
民
は
重
荷
で
あ
る
と
し
て
わ
れ
わ
れ
へ
の
敵
対
が
始
ま
っ
て
お
り
、
国
際
赤
十
字
委
員
会
の
ア
ド
ル
は
、「
問
題
解
決
の
唯
一
の
手
段
は
帰
国
」
で
あ
っ
て
、「
ロ
シ
ア
人
は
ロ
シ
ア
に
戻
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
赤
十
字
同
盟
の
ク
ロ
ー
ド
・
ヒ
ル
も
「
ロ
シ
ア
難
民
問
題
は
ど
こ
で
終
わ
る
の
か
。
ロ
シ
ア
へ
の
帰
国
に
お
い
て
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
ア
ス
ト
ロ
フ
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
の
対
応
は
、
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
浸
透
を
目
論
む
イ
ギ
リ
ス
の
路
線
で
あ
っ
た
。
設
置
が
決
ま
っ
た
弁
務
官
制
度
に
つ
い
て
も
懸
念
が
強
か
っ
た
。
難
民
問
題
を
送
還
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
就
任
す
る
と
、
難
民
の
意
志
に
反
し
て
諸
政
府
が
帰
国
推
進
へ
転
換
す
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
弁
務
官
に
影
響
を
与
え
る
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
須
と
さ
れ
た
（
⑰
七
二
）。
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
難
民
問
題
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
大
き
な
負
担
を
及
ぼ
し
な
が
ら
、
発
足
し
た
国
際
連
盟
の
関
心
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
主
権
国
家
の
集
合
体
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
関
係
の
問
題
点
が
早
々
に
表
れ
て
い
た
。
二
百
万
人
に
及
ぶ
主
権
国
家
に
属
さ
ず
、
地
位
不
安
定
で
援
助
を
必
要
と
す
る
困
窮
者
の
存
在
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
具
体
策
検
討
が
委
ね
ら
れ
た
関
係
政
府
協
議
会
は
ど
ん
な
対
応
を
と
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
［
Ⅲ
］
難
民
問
題
へ
の
対
応
—
二
一
年
夏
・
秋
理
事
会
で
開
催
が
決
定
さ
れ
た
関
係
政
府
協
議
会
は
、
八
月
、
九
月
と
二
度
に
わ
た
っ
て
招
集
さ
れ
た
。最
初
の
八
月
二
二
‐
二
四
日
の
協
議
会
の
出
席
は
十
ヶ
国
で
、
出
席
し
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
は
後
に
覚
書
を
提
出
し
た（６）。
出
席
し
た
国
際
組
織
・
団
体
は
、
国
際
労
働
機
構
、
国
際
赤
十
字
委
員
会
、
赤
十
字
同
盟
、「
セ
ー
ヴ
・
チ
ル
ド
レ
ン
」
基
金
の
四
組
織
で
あ
る
。
難
民
組
織
は
出
席
を
認
め
ら
れ
ず
、
意
見
書
を
提
出
し
た
。
意
見
書
を
送
っ
た
の
は
、
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
＝
都
市
自
治
体
委
員
会
、
ア
ル
メ
ニ
ア
代
表
、「
グ
ル
ジ
ア
政
府
」
代
表
の
三
組
織
で
あ
る
。
連
盟
総
会
と
並
行
し
て
開
催
さ
れ
た
九
月
一
六
‐
一
九
日
の
二
度
目
の
協
議
会
に
は
、
ド
イ
ツ
が
参
加
し
、
民
間
団
体
で
は
ユ
ダ
ヤ
植
民
協
会
、
近
東
救
援
協
会
、
米
赤
十
字
、
Y
M
C
A
組
織
ほ
か
、
政
府
組
織
で
は
米
救
援
局
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
支
部
が
加
わ
っ
た（７
）。
ロ
シ
ア
人
組
織
は
や
は
り
排
除
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
構
成
は
、
協
議
会
で
政
府
代
表
か
ら
疑
問
が
表
明
さ
れ
る
と
共
に
強
制
帰
国
へ
の
難
民
組
織
の
懸
念
を
さ
ら
に
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
ロ
シ
ア
の
飢
餓
状
況
が
伝
わ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
救
援
活
動
に
あ
た
る
こ
と
に
決
し
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
発
意
で
八
月
十
五
日
に
ロ
シ
ア
救
援
国
際
委
員
会
が
結
成
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
難
民
問
題
は
、
飢
餓
救
援
問
題
と
並
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
協
議
会
の
議
論
の
第
一
は
、六
月
理
事
会
で
問
題
と
な
っ
た
財
政
負
担
で
あ
っ
た
。
本
国
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
チ
ュ
ニ
ス
に
二
五
万
人
の
難
民
を
在
留
さ
せ
る
一
方
で
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
の
支
援
活
動
も
行
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
に
は
二
〇
年
秋
以
降
に
必
要
と
さ
れ
た
一
億
五
千
万
フ
ラ
ン
の
殆
ど
を
支
出
し
、
な
お
毎
月
四
百
万
フ
ラ
ン
の
支
出
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
報
告
し
た
。
こ
の
ロ
シ
ア
難
民
と
国
際
社
会
—
一
九
二
一
年
三
一
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巨
額
負
担
か
ら
フ
ラ
ン
ス
は
、
難
民
組
織
に
二
一
年
以
降
の
支
援
打
ち
切
り
を
通
告
し
た
が
、
ヴ
ラ
ン
ゲ
リ
の
反
対
で
実
行
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
国
境
を
接
し
、
も
っ
と
も
多
く
の
難
民
が
在
留
し
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
さ
ら
に
難
民
が
流
入
し
続
け
て
い
た
。「
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
域
は
毎
日
ス
イ
ス
の
居
住
者
と
同
じ
（
マ
マ
）か
、
そ
れ
以
上
の
難
民
に
よ
っ
て
侵
入
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
だ
け
で
多
く
の
国
に
広
が
る
こ
の
不
幸
な
人
々
の
半
数
以
上
を
助
け
て
い
る
」
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
自
国
民
の
「
幾
十
万
人
」
も
の
帰
国
準
備
も
必
要
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
国
際
連
盟
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
在
留
す
る
難
民
の
悲
惨
を
緩
和
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。「
こ
れ
を
一
国
が
行
う
こ
と
は
公
正
と
は
思
わ
れ
な
い
」
か
ら
で
あ
る
（
⑮1921
XI
一
〇
二
二
）。
九
月
協
議
会
で
は
ギ
リ
シ
ャ
も
同
様
の
負
担
過
重
を
訴
え
、
ガ
リ
ポ
リ
に
在
留
す
る
難
民
へ
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
対
し
て
連
盟
が
行
っ
て
い
る
防
疫
援
助
と
同
レ
ベ
ル
の
援
助
を
求
め
た
（㉖八
）。
第
二
に
難
民
の
存
在
は
、
国
境
線
の
安
定
、
治
安
問
題
に
関
わ
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
長
大
な
国
境
線
で
接
す
る
中
国
で
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
状
況
が
安
定
し
な
い
た
め
に
敗
走
し
た
白
軍
、
避
難
民
の
流
入
が
続
い
て
い
て
、
五
月
に
は
イ
リ
地
方
に
八
千
名
以
上
の
白
軍
兵
士
が
逃
げ
込
む
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
を
追
跡
し
て
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
派
兵
士
が
国
境
を
侵
犯
し
た
た
め
中
国
軍
が
介
入
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
中
国
代
表
は
、
地
理
的
条
件
か
ら
今
後
も
難
民
は
増
加
す
る
と
報
告
し
た
。
ま
た
同
じ
く
国
境
を
接
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
流
入
し
た
難
民
の
処
遇
に
苦
慮
し
て
い
た
。
一
万
九
千
名
の
ロ
シ
ア
人
と
一
万
二
千
名
の
カ
レ
リ
ア
人
、
イ
ン
グ
リ
ア
人
難
民
を
在
留
さ
せ
て
い
た
が
、
財
政
負
担
だ
け
で
な
く
、
公
的
機
関
、
私
企
業
に
よ
る
難
民
雇
用
が
フ
ィ
ン
人
失
業
者
を
増
大
さ
せ
る
と
い
う
不
満
を
国
内
に
生
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
難
民
の「
怠
惰
」が
周
辺
住
民
に
与
え
る「
退
廃
的
影
響
」、
監
視
強化のための人員が必要となるほどにフィンランド政府「転覆」を扇動す
る難民労働者グルー
プについての懸念も表明された（⑮1921
XI一〇〇九）。
こ
の
よ
う
に
難
民
の
存
在
は
周
辺
各
国
に
と
っ
て
国
民
生
活
の
広
い
分
野
に
関
わ
る
懸
案
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
く
る
方
向
性
は
、
帰
国
か
移
住
で
あ
る
。
帰
国
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
国
際
赤
十
字
委
員
会
、
赤
十
字
同
盟
と
い
っ
た
中
心
的
な
国
際
民
間
組
織
の
考
え
の
根
底
に
あ
り
、
六
月
の
国
際
連
盟
理
事
会
決
議
で
は
「
全
般
的
解
決
」
と
い
う
表
現
に
含
意
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
多
く
の
政
府
代
表
は
、
財
政
負
担
と
国
内
社
会
へ
の
多
大
な
影
響
に
も
拘
ら
ず
、
帰
国
方
針
に
は
賛
同
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
ロ
シ
ア
の
国
内
状
況
、
殊
に
旱
魃
の
影
響
で
飢
饉
と
食
糧
不
足
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
一
つ
は
や
は
り
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
の
帰
国
難
民
へ
の
処
遇
が
信
じ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
難
民
自
身
か
ら
帰
国
希
望
が
表
明
さ
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
帰
国
し
た
カ
レ
リ
ア
人
は
投
獄
さ
れ
、
あ
る
も
の
は
射
殺
さ
れ
た
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）。
帰
国
を
拒
否
す
る
も
の
は
政
治
難
民
で
あ
り
、
自
発
的
帰
国
の
み
を
取
り
扱
う
が
、
ロ
シ
ア
の
政
治
経
済
状
況
か
ら
は
帰
国
希
望
者
が
意
味
あ
る
比
率
に
な
る
か
は
疑
問
で
あ
る
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）。
難
民
を
飢
饉
で
苦
し
む
国
に
帰
国
さ
せ
る
こ
と
で
は
問
題
は
解
決
さ
れ
え
な
い
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
）。
し
た
が
っ
て
問
題
の
望
ま
し
い
解
決
は
、
雇
用
が
確
保
さ
れ
る
国
へ
の
移
住
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
既
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は
積
極
的
な
難
民
受
け
入
れ
を
表
明
し
て
お
り
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
＝
ク
ロ
ア
チ
ア
＝
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
王
国
（
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
）
も
仏
英
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
移
住
者
受
け
入
れ
の
方
針
で
あ
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
代
表
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
流
入
し
た
ロ
シ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
に
つ
い
て
「
そ
の
能
力
が
活
用
せ
ら
れ
る
他
国
へ
の
移
住
」
が
必
要
と
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
に
移
住
推
進
が
参
加
政
府
の
多
数
意
見
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。
そ
の
た
め
に
移
住
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
環
境
と
制
度
の
整
備
、
各
国
政
府
発
行
の
身
分
証
明
書
、
も
し
く
は
パ
ス
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
難
民
の
在
留
地
か
ら
の
移
動
を
可
能
と
す
る
制
度
作
り
が
求
め
ら
れ
た
（
⑮1921
XI
一
〇
〇
六
、
一
〇
〇
九
、
一
〇
二
一
、
一
〇
二
四
）。
難
民
側
も
移
住
方
針
を
具
体
化
し
て
提
案
し
た
。
提
出
さ
れ
た
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
＝
都
市
自
治
体
委
員
会
の
見
解
は
、
援
助
計
画
策
定
ま
で
現
在
の
援
助
を
継
続
す
る
よ
う
要
望
し
つ
つ
、
ト
ラ
キ
ア
、
ア
ナ
ト
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
移
送
と
定
住
、
バ
ル
ト
諸
国
で
の
受
け
入
れ
打
診
、
セ
ル
ビ
ア
で
の
農
業
入
植
の
可
能
性
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
た
。
ま
た
資
金
問
題
に
つ
い
て
は
旧
ロ
シ
ア
政
府
の
在
外
資
金
活
用
の
考
え
を
支
持
し
た
（
⑮1921
XI
一
〇
二
五
）。
以
上
の
よ
う
な
議
論
を
受
け
て
関
係
政
府
協
議
会
は
、
八
月
二
四
日
に
十
一
項
目
の
決
議
を
採
択
し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
第
一
に
難
民
の
生
活
安
定
の
た
め
の
雇
用
が
重
要
な
の
で
職
業
適
性
を
含
め
た
難
民
調
査
を
行
う
こ
と
。
第
二
に
難
民
が
集
中
す
る
諸
国
か
ら
の
出
国
と
他
国
で
の
受
け
入
れ
が
必
要
な
の
で
難
民
が
在
留
す
る
諸
国
政
府
の
発
行
す
る
身
分
証
明
書
を
他
国
で
も
有
効
と
す
る
こ
と
。
ま
た
旧
ロ
シ
ア
帝
国
在
外
公
館
の
発
行
す
る
身
分
証
明
書
も
有
効
と
認
め
る
こ
と
。
そ
れ
以
外
の
諸
国
・
諸
地
域
に
居
住
す
る
難
民
に
対
し
て
は
高
等
弁
務
官
の
発
行
す
る
身
分
証
明
書
に
有
効
性
を
持
た
せ
る
こ
と
。
第
三
に
厳
格
化
さ
れ
る
傾
向
の
あ
る
移
住
規
制
の
緩
和
を
諸
国
に
求
め
る
こ
と
。
国
際
労
働
機
関
が
雇
用
情
報
を
収
集
し
、
高
等
弁
務
官
を
援
助
す
る
こ
と
。
ま
た
帰
国
希
望
と
、
帰
国
の
可
否
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
の
現
地
調
査
を
行
う
こ
と
。
こ
の
帰
国
は
強
制
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
第
四
に
知
識
人
、
児
童
、
女
性
・
少
女
に
つ
い
て
特
別
な
保
護
措
置
を
と
る
こ
と
。
第
五
に
高
等
弁
務
官
組
織
を
整
備
し
、
難
民
支
援
資
金
に
つ
い
て
関
係
国
に
止
まらず、加盟国、さらに「文明世界のすべての国」に協力を求めること。
旧
ロ
シ
ア
政
府
の
国
外
資
産
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
。
第
六
に
難
民
救
援
活
動
と
ロシア国内の飢饉救援活動を協調させること（⑮1921
Ⅹ八九九‐九〇二）。
こ
の
決
議
内
容
は
、
国
際
連
盟
主
導
に
よ
る
難
民
支
援
の
方
向
が
関
係
政
府
・
組
織
間
で
も
一
応
の
合
意
を
得
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
負
担
軽
減
の
た
め
に
非
加
盟
国
を
含
ん
で
「
文
明
世
界
」
諸
国
す
べ
て
に
支
援
を
呼
び
か
け
る
と
い
う
方
針
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
実
効
性
を
持
ち
う
る
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
ま
た
旧
ロ
シ
ア
資
産
の
活
用
も
、
協
議
会
で
は
い
ち
早
く
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
と
の
関
係
樹
立
に
動
い
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
か
ら
継
承
政
府
の
資
産
で
あ
る
と
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
て
、
同
じ
く
正
式
承
認
、
国
交
樹
立
に
動
こ
う
と
す
る
諸
国
か
ら
の
賛
同
が
得
ら
れ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
他
方
で
ロ
シ
ア
の
飢
餓
状
況
は
、
難
民
問
題
の
即
時
的
解
決
と
し
て
帰
国
方
針
を
進
め
る
こ
と
も
困
難
と
し
た
。
帰
国
方
針
は
維
持
さ
れ
る
が
、
二
次
的
と
な
り
、
雇
用
確
保
と
移
住
が
優
先
方
針
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
に
身
分
証
明
書
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
と
そ
の
有
効
性
の
確
保
が
必
要
で
、
旧
ロ
シ
ア
政
府
在
外
公
館
を
含
ん
だ
暫
定
的
な
身
分
証
明
書
交
付
も
提
案
さ
れ
た
。
目
を
引
く
の
は
、
難
民
弱
者
へ
の
保
護
措
置
で
あ
る
。「
セ
ー
ヴ
・
チ
ル
ド
レ
ン
」
基
金
が
児
童
の
救
援
に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
特
に
女
性
・
少
女
の
保
護
の
必
要
が
指
摘
さ
れ
た
。
高
等
弁
務
官
は
、「
ロ
シ
ア
女
性
難
民
の
運
命
へ
の
特
別
な
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
に
国
際
諸
組
織
に
女
性
と
少
女
へ
の
道
徳
的
物
質
的
保
護
の
緊
急
の
訴
え
を
行
う
べ
き
だ
」
と
さ
れ
、
諸
組
織
は
難
民
婦
女
子
に
「
安
全
地
帯
、
家
、
家
政
、
そ
の
ほ
か
の
特
別
な
学
校
、
避
難
所
を
提
供
し
、
保
護
と
自
立
し
た
生
活
の
た
め
の
準
備
を
保
障
す
る
」
よ
う
求
め
ら
れ
た
（
⑮1921
Ⅹ
八
九
九
‐
九
〇
二
）。
国
際
民
間
組
織
、
関
係
政
府
の
対
処
方
針
は
こ
う
し
た
形
で
決
ま
っ
た
。
で
は
国
ロ
シ
ア
難
民
と
国
際
社
会
—
一
九
二
一
年
三
三
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際
連
盟
は
ど
う
対
応
し
た
の
か
。
連
盟
理
事
会
は
、
九
月
初
め
の
会
合
で
次
の
よ
う
に
決
議
し
た
（
⑯1921
第
一
四
会
期
一
三
）。
①
高
等
弁
務
官
は
、
活
動
の
策
定
に
お
い
て
協
議
会
の
決
議
を
注
意
深
く
考
慮
す
る
。
②
協
議
会
決
議
を
連
盟
全
加
盟
国
に
伝
達
す
る
。
各
加
盟
国
は
、
殊
に
パ
ス
ポ
ー
ト
に
関
わ
る
提
案
を
採
用
し
う
る
か
を
検
討
す
る
。
③
協
議
会
決
議
を
連
盟
非
加
盟
国
に
も
通
知
す
る
。
④
高
等
弁
務
官
の
活
動
に
必
要
と
さ
れ
る
資
金
に
つ
い
て
の
検
討
を
財
政
委
員
会
で
行
う
。
こ
の
よ
う
に
連
盟
理
事
会
は
、
協
議
会
決
議
を
履
行
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
制
度
の
導
入
を
図
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
難
民
救
援
に
連
盟
非
加
盟
国
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
時
ま
で
に
打
診
を
受
け
て
い
た
連
盟
ノ
ル
ウ
ェ
ー
代
表
フ
リ
チ
ョ
フ
・
ナ
ン
セ
ン
か
ら
高
等
弁
務
官
職
を
受
諾
す
る
旨
の
返
答
を
得
た
。
ナ
ン
セ
ン
は
、
ロ
シ
ア
救
援
国
際
委
員
会
で
飢
餓
救
援
活
動
を
統
括
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、
以
前
か
ら
活
動
し
て
い
た
捕
虜
帰
国
事
業
を
含
め
、
ロ
シ
ア
関
連
の
重
要
問
題
に
す
べ
て
関
係
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
人
選
に
は
ロ
シ
ア
難
民
に
は
異
論
が
あ
っ
た
。
ナ
ン
セ
ン
は
、
捕
虜
帰
国
、
飢
餓
救
援
活
動
で
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
と
接
触
が
緊
密
で
あ
る
た
め
移
住
で
は
な
く
、
帰
国
方
針
に
傾
く
の
が
懸
念
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ナ
ン
セ
ン
の
補
佐
に
就
い
た
の
が
国
際
赤
十
字
で
難
民
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
帰
国
を
主
張
す
る
エ
ド
ワ
ル
ド
・
フ
リ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
も
こ
の
懸
念
を
強
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
難
民
救
援
の
方
向
性
は
定
ま
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
国
際
連
盟
、
国
際
赤
十
字
委
員
会
の
目
論
む
問
題
解
決
と
、
当
事
者
た
る
難
民
の
希
望
、
さ
ら
に
関
係
諸
政
府
の
立
場
の
違
い
が
隠
さ
れ
て
い
た
。
立
場
の
違
い
が
露
呈
し
た
の
は
、
九
月
の
関
係
政
府
協
議
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
第
一
に
国
際
機
関
と
各
政
府
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
で
あ
る
。
高
等
弁
務
官
代
理
に
就
い
て
い
た
フ
リ
ッ
ク
は
、
協
議
会
の
進
行
を
取
り
仕
切
り
、
高
等
弁
務
官
の
活
動
目
的
を
「
ロ
シ
ア
難
民
問
題
の
最
終
解
決
で
あ
っ
て
、
慈
善
的
救
済
で
はない」とする決議案を提出した。フリックによると、最も重要なのは、
現在の慈善活動をできる限り早期に終わらせることであって、「最終的解
決
」
の
た
め
に
「
可
能
な
す
べ
て
の
手
段
」
を
用
い
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
こ
の
意
図
は
、
八
月
協
議
会
が
決
議
で
否
定
し
て
い
た
難
民
の
早
期
帰
国
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
批
判
し
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
代
表
の
ヨ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
は
、
八
月
協
議
会
の
決
議にあるように「最終的解決」は「強制送還」手段を除いてであるとし、
ポ
ー
ラ
ン
ド
代
表
ペ
ル
ロ
フ
ス
キ
も
、
な
さ
れ
て
い
る
合
意
は
「
強
制
送
還
で
は
な
い」と発言した。この対立は、ナンセンが自分は「強制送還」論者ではな
いと発言して決着したが、救援組織・機関内にある相違を明らかにした。
第
二
に
ロ
シ
ア
難
民
当
事
者
の
決
定
へ
の
参
加
問
題
で
あ
る
。
フ
リ
ッ
ク
が
提
出
し
た
決
議
案
は
、「
外
国
民
間
組
織
」、「
ロ
シ
ア
救
援
組
織
」
と
の
直
接
接
触
を
高
等
弁
務
官
の
職
務
と
し
て
い
た
が
、
九
月
協
議
会
へ
の
参
加
を
難
民
組
織
は
拒
ま
れ
て
い
た
。
フ
リ
ッ
ク
は
、
ロ
シ
ア
組
織
を
審
議
か
ら
外
す
意
図
は
な
い
が
、
公
式
組
織
と
私
的
組
織
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
な
ぜ
な
ら
公
式
組
織
は
資
金
を
拠
出
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
私
的
組
織
は
財
政
責
任
を
公
式
組
織
に
委
ね
て
い
る
か
ら
だ
と
説
明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ペ
ロ
フ
ス
キ
は
、
当
事
者
た
る
ロ
シ
ア
組
織
は
政
府
と
同
等
の
立
場
で
招
集
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
、
外
国
民
間
組
織
と
ロ
シ
ア
民
文学部紀要　第六十一号
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間
組
織
を
合
同
す
る
委
員
会
設
置
を
求
め
る
動
議
を
提
出
し
た
。
こ
の
提
案
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、ギ
リ
シ
ャ
代
表
の
賛
同
を
得
て
採
択
さ
れ
た（㉖
二
、八
）。
こ
の
よ
う
に
決
定
か
ら
難
民
を
排
除
す
る
意
図
が
高
等
弁
務
官
、
国
際
連
盟
に
は
あ
っ
た
。
同
じ
主
張
は
、
十
一
月
初
め
の
人
道
組
織
会
議
で
繰
り
返
さ
れ
、
フ
リ
ッ
ク
は
、
海
外
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
も
移
住
は
期
待
で
き
な
い
と
し
た
後
で
、
資
金
問
題
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
国
際
連
盟
は
国
家
で
は
な
く
、
政
府
の
上
に
立
つ
政
府
で
は
な
い
。
…
も
し
国
家
が
資
金
援
助
を
望
ま
な
い
場
合
に
は
連
盟
は
何
を
な
し
う
る
の
か
。
袋
小
路
に
な
る
」。
ま
た
パ
ス
ポ
ー
ト
問
題
に
も
連
盟
が
関
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
「
連
盟
は
国
家
で
は
な
い
の
で
他
者
の
主
権
を
侵
害
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。「
…
最
良
の
方
法
は
、
各
国
家
が
難
民
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
す
る
こ
と
」
で
あ
る
（
⑰
七
九
‐
九
〇
）。
こ
の
よ
う
に
フ
リ
ッ
ク
の
主
張
は
八
月
、
九
月
の
関
係
政
府
協
議
会
の
方
針
を
明
ら
か
に
転
換
し
、
国
際
連
盟
の
難
民
問
題
へ
の
積
極
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
否
定
し
た
。
こ
れ
は
、
民
族
問
題
は
民
族
自
決
に
よ
る
国
家
形
成
で
解
決
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
理
念
の
直
接
的
な
表
明
で
あ
る
。
問
題
の
「
最
終
解
決
」
は
、
難
民
の
帰
国
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
帰
国
を
最
終
解
決
と
す
る
高
等
弁
務
官
側
の
立
場
は
、
難
民
組
織
に
は
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
＝
都
市
自
治
体
委
員
会
総
会
に
お
け
る
ア
ス
ト
ロ
フ
の
報
告
は
、
憤
り
に
満
ち
て
い
た
。
ア
ス
ロ
ト
フ
は
、
国
際
赤
十
字
は
「
な
ぜ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
祖
国
を
捨
て
た
ロ
シ
ア
人
を
養
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
そ
う
し
た
考
え
を
実
行
し
な
か
っ
た
理
由
は
飢
餓
で
あ
り
、「
飢
饉
こ
そ
が
国
際
赤
十
字
の
計
画
遂
行
を
妨
害
し
た
」
の
で
あ
る
。
ア
ス
ト
ロ
フ
の
考
え
で
は
、
ナ
ン
セ
ン
と
フ
リ
ッ
ク
は
難
民
組
織
が
対
立
す
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
と
協
力
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
⑰
八
九
）。
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
難
民
問
題
は
、
一
九
二
一
年
秋
、
救
援
組
織
と
難
民
当
事
者
の
間
に
強
い
不
信
感
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
他
方
で
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
は
、
十
一
月
三
日
に
恩
赦
令
を
発
し
て
、「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
に
忠
誠
を
誓
う
も
の
」
の
帰
国
を
認
め
る
一
方
で
、
翌
年
一
月
に
は
「
国
外
居
住
者
の
市
民
権
剥
奪
」
の
法
令
を
発
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
五
年
間
国
外
に
あ
り
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
当
局
の
許
可
な
く
一
九
一
七
年
十
一
月
七
日
以
降
に
出
国
し
た
者
で
二
二
年
六
月
一
日
ま
で
に
在
外
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
代
表
部
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
し
な
い
も
の
は
市
民
権
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
（
⑲
七
六
、㉓一
〇
）。
こ
こ
に
至
り
、
無
権
利
で
不
安
定
な
状
態
の
国
外
に
留
ま
る
の
か
、
そ
れ
と
も
信
頼
の
お
け
な
い
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
権
力
下
の
祖
国
に
敢
え
て
帰
国
す
る
の
か
、
ロ
シ
ア
難
民
は
、
厳
し
い
選
択
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。［
結
び
に
か
え
て
］
そ
の
存
在
の
認
知
か
ら
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
難
民
救
援
は
、
一
九
二
一
年
秋
に
国
際
連
盟
・
国
際
組
織
、
各
国
政
府
、
難
民
団
体
間
に
方
向
性
に
関
し
て
強
い
不
信
を
生
み
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
不
信
は
、
国
際
連
盟
の
基
本
原
則
か
ら
帰
国
に
よ
り
難
民
と
い
う
厄
介
な
存
在
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
立
場
と
、
祖
国
の
統
治
体
制
と
相
容
れ
ず
外
部
に
避
難
所
を
求
め
て
国
を
捨
て
た
個
人
の
対
立
で
あ
る
。
後
者
の
主
張
は
、
信
条
・
思
想
の
選
択
を
基
本
的
権
利
と
し
て
認
め
て
き
た
近
代
社
会
原
理
に
則
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
対
立
は
、こ
の
意
味
で
近
代
国
際
社
会
の
拠
っ
て
立
つ
主
権
国
家
原
理
と
、
個
ロ
シ
ア
難
民
と
国
際
社
会
—
一
九
二
一
年
三
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人
の
自
由
を
基
本
的
人
権
と
し
て
承
認
す
る
近
代
個
人
原
理
の
対
立
と
も
い
え
る
。
だ
が
、一
九
二
一
年
秋
の
対
立
は
、難
民
の
強
制
帰
国
方
針
の
採
用
ま
で
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。
食
料
不
足
、
衛
生
環
境
の
悪
化
、
疫
病
の
蔓
延
に
よ
り
悲
惨
な
状
況
に
陥
っ
た
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
へ
の
救
援
と
各
地
へ
の
移
住
支
援
、
同
じ
く
悲
惨
な
状
況
で
あ
っ
た
ロ
シ
ア
本
国
の
飢
餓
へ
の
救
援
活
動
が
そ
の
実
行
を
許
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
翌二二年三月ナンセンは、理事会に「ロシア救援活動とロシア難民問題」
と題する報告を行った。これは、二一年二月以来の難民救援の中間報告で
ある。そこではコンスタンチノー
プル救援は本来任務ではなかったが、米
赤十字、各国政府、さらに各国首班へ援助、資金の拠出を訴え、破局を回
避したと述べられている。またロシア国内で広がる疫病が隣接諸国の脅威
になっており、その撲滅が図られているとある。難民を帰国させる状況で
はなかったのである。しかし、ナンセンの目指す方向が難民の帰国にあっ
たことは間違いがない。「ヨー
ロッパに百五十万人の難民が存在すること
で生み出される問題の最終的で満足な解決法は、彼らの母国帰国以外には
存在しえない」からである。この方向を目指しながら、難民の移住のため
に
パ
ス
ポ
ー
ト
問
題
の
解
決
が
進
め
ら
れ
、
こ
の
後
い
わ
ゆ
る
「
ナ
ン
セ
ン
・
パ
ス
ポー
ト」が制定されることになる（⑮1922
Ⅳ三三八‐三五一）。
他
方
で
難
民
帰
国
も
ロ
シ
ア
国
内
が
危
機
を
脱
し
た
二
二
年
秋
か
ら
実
施
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
当
局
と
の
関
係
で
結
局
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
二
一
年
の
帰
国
者
総
数
は
一
二
万
人
余
、
そ
れ
を
含
め
た
二
一
‐
三
一
年
の
帰
国
者
は
一
八
万
人
余
と
さ
れ
る
が
、
国
際
連
盟
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト・ロ
シ
ア
の
協
定
に
よ
る
帰
国
は
、ソ
ヴ
ィ
エ
ト
赤
十
字
要
員
の
ス
パ
イ
容
疑
で
帰
国
事
業
が
停
止
す
る
ま
で
の
約
十
ヶ
月
で
僅
か
六
千
名
に
過
ぎ
ず
、
多
く
の
難
民
は
結
局
、
ロ
シ
ア
外
に
残
留
す
る
こ
と
に
なったのである（⑬二八三、㉑一六‐二四）。したがって在留する社会に
お
け
る
難
民
の
少
数
者
と
し
て
の
あ
り
方
、
彼
ら
の
権
利
保
障
、
適
応
・
同
化
と
い
っ
た
問
題
は
、
最
終
的
な
苦
難
を
個
人
々
々
が
負
い
な
が
ら
こ
の
後
も
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
過
程
、
特
に
パ
ス
ポ
ー
ト
制
度
の
導
入
、
新
独
立
国
家
に
お
け
る
少
数
者
問
題
の
顕
在
化
は
、
本
稿
に
続
く
時
期
で
あ
る
が
、
別
稿
を
用
意
す
る
こ
と
にしたい。
註（１
）
難
民
流
出
に
近
い
時
期
に
ソ
連
で
出
版
さ
れ
た
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
大
百
科
事
典
』
第
一
版
は
、
一
九
一
七
年
以
降
の
出
国
者
数
を
二
百
万
人
と
し
た
（㉑一
六
）。
ラ
エ
フ
は
、
シ
ン
プ
ソ
ン
の
示
し
た
非
同
化
難
民
数
を
用
い
て
お
り
（
⑪
二
〇
二
）、
諫
早
も
こ
れ
に
依
処
し
て
い
る
（
②
九
九
）。
脱
稿
間
近
に
国
際
連
盟
に
関
す
る
概
説
書
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
同
書
の
第
四
回
連
盟
総
会
ナ
ン
セ
ン
報
告
に
よ
る
ロ
シ
ア
難
民
数
の
言
及
は
、不
正
確
で
あ
る（
④
一
二
四
）。
（
２
）
二
〇
年
春
に
国
際
連
盟
理
事
会
は
、
内
戦
下
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
へ
混
乱
調
査
の
た
め
委
員
会
を
派
遣
す
る
と
決
議
し
た
。
し
か
し
、
事
実
上
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
に
受
け
入
れ
を
拒
否
さ
れ
て
い
た
（
⑯1920
Ⅶ
‐
Ⅷ
付
属
文
書
六
三
）。
（
３
）
難
民
の
地
位
、
居
住
の
不
安
定
さ
に
つ
い
て
は
、
⑧
の
文
献
が
述
べ
て
い
る
。
近
代
以
降
の
パ
ス
ポ
ー
ト
制
度
の
整
備
と
国
民
管
理
に
つ
い
て
は
⑤
を
参
照
せ
よ
。
（
４
）
国
際
組
織
は
、
国
際
赤
十
字
委
員
会
、
赤
十
字
同
盟
、「
セ
ー
ヴ
・
チ
ル
ド
レ
ン
」
国
際
基
金
。
主
権
国
家
は
、
仏
、
独
、
ベ
ル
ギ
ー
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ス
ペ
イ
ン
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
英
、
ス
イ
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
。
難
民
組
織
・
個
人
は
、
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
＝
都
市
自
治
体
委
員
会
、
ロ
シ
ア
商
業
同
盟
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
委
員
会
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ユ
ダ
ヤ
難
民
協
議
会
、
ロ
シ
ア
外
交
団
、
ヴ
ラ
ン
ゲ
リ
、
リ
ヴ
ォ
フ
、
ロ
シ
ア
協
議
会
で
あ
る
。
（
５
）
ロ
シ
ア
在
外
資
金
の
活
用
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
委
員
会
の
送
付
し
た
回
答
に
含
ま
れ
て
い
た
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（㉕
十
一
）。
（
６
）
出
席
国
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
中
国
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
仏
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
＝
ク
ロ
ア
チ
ア
＝
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
王
国
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
イ
ス
で
あ
る
。
（
７
）
本
文
に
挙
げ
た
以
外
の
出
席
団
体
・
組
織
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
生
救
援
・
世
界
キ
リ
ス
ト
教
徒
連
合
、「
セ
ー
ヴ
・
チ
ル
ド
レ
ン
」基
金
、児
童
国
際
基
金
、ア
ル
メ
ニ
ア
難
民
支
援
組
織
、
ロ
ン
ド
ン
基
金
、
米
難
民
基
金
。
ほ
か
に
公
式
機
関
と
し
て
国
際
労
働
機
構
で
あ
る
。
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表 1　シンプソンによるロシア難民数
ポーランド 1,000,000 400,000 150,000 180,000
ドイツ 560,000 300,000 230,000 250,000
フランス 175,000 65,000 60,000 68,000
オーストリア 50,000 5,000 3,000 4,000
トルコ 50,000 65,000 30,000 35,000
フィンランド 25,000 25,000 31,000 32,500
イタリア 20,000 15,000 8,000 10,000
ユーゴスラヴィア 20,000 50,000 0 33,500
エストニア 17,000 20,000 14,000 16,000
ブルガリア 12,000 12,000 30,000 32,000
英国 15,000 15,000 8,000 10,000
ハンガリー 5,000 5,000 3,000 4,000
エジプト 4,000 0 1,000 1,500
レムノス 3,500 0 0 0
ギリシャ 2,500 4,000 3,000 3,200
キプロス 1,500 0 600 700
チェコスロヴァキア 1,000 5,000 5,000 6,000
スウェーデン 1,000 0 1,000 1,500
ノルウェー 1,000 0 0 0
ラトヴィア 0 15,000 16,000 17,000
ルーマニア 0 8,000 35,000 40,000
スイス 0 4,000 2,000 3,000
チュニス 0 7,000 5,000 5,500
コルシア 0 0 0 1,800
計 1,963,500 1,020,000 635,600 755,200
アメリカ赤十字
20 年 11 月 1 日
イジュモフ
22 年 1 月 1 日
ボブリンスキー事務所
21 年 1 月 1 日
ノルウェーとの合算
＊
⑮
は
、
本
文
中
で
次
の
よ
う
に
示
す
こ
と
に
す
る
。
例
　League of Nations. Official Journal,March-April, 1921, pp221-229.
→
⑮1921
Ⅲ
‐
Ⅳ
二
二
一
‐
二
二
九．
＊
⑯
は
、
理
事
会
会
議
録
で
あ
る
の
で
本
文
中
で
会
期
名
も
し
く
は
発
行
月
と
付
属
文
書
番
号
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
例1
League of Nations. Official Journal. Minutes of Council. Fourteenth Session,
1921 p.13.
or Annex 103.
→
⑯1921
一
四
会
期
一
三
ま
た
は
　
付
属
文
書
一
〇
三
例2
League of Nations. Official Journal. Minutes of Council. March1920, Annex 3.
→
⑯1920
Ⅲ
付
属
文
書
三
。
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アルゼンチン 1926/3/8     
アルバニア 1923/3/21 1924/8/30    
イタリア 1922/12/15 1924/9/4    
インド 1925/4/16 1924/8/7    
ウルグアイ 1924/8/22 1925/4/30    
英国 1922/9/7 1924/8/26 40（キプロス）   
エストニア 1922/7/17 1924/8/13 19,000  17,209 
オーストラリア 1923/6/6     
オーストリア 1922/12/20 1923/9/2 2,565 250,270 1,030 
オランダ 1925/1/1     
ガテマラ 1922/12/12     
ギリシャ 1922/9/15 1924/10/8  45,000  
ザール 1926/4/1 1925/1/5    
スイス 1922/10/17 1925/1/1 2,268 200,250 900 
スエーデン 1924/5/1 1926/1/1 1,000   
スペイン 1922/8/4     
タイ 1922/10/17 1924/9/24    
ダンツィヒ 1924/8/1 1925/1/31    
チェコスロヴァキア 1922/12/11 1924/8/30 30,000 200 30,000 200
中国 1923/10/29  76,000   
チリ 1923/7/9     
デンマーク 1923/8/1 1925/1/31 300  286 
ドイツ 1922/12/25  400,000   
トルコ 1924/1/29  5,000 5,000 51 
日本 1923/6/25 1925/6/1    
ニュージーランド 1923/10/19 1924/8/22    
ノルウェー 1922/10/31 1924/9/24    
ハンガリー 1922/8/31 1925/8/20 5,294 15 3,011 
フィンランド 1922/8/11  14,314  800 
ブラジル 1925/12/2 1925/12/2    
フランス 1922/9/4 1924/8/28 400,000   
ブルガリア 1922/10/29 1924/6/23 28,340 20,000 6,500（1923-25） 
米国 1925/8/5 1924/8/5    
ベルギー 1925/6/16 1925/6/16    
ポーランド 1923/8/10  68,300 1,000 1,600（1925） 
ボリヴィア 1922/9/28     
ポルトガル 1923/7/30 1926/2/4    
南アフリカ 1922/10/13 1924/10/15    
メキシコ 1923/6/5     
ユーゴスラヴィア 1922/12/18 1924/9/9 38,000  37,500 
ラトヴィア 1922/9/18 1924/9/1 33,544  33,544 
リトアニア 1923/1/12 1925/6/22 7,644   
ルーマニア 1922/9/29 1925/4/11    
ルクセンブルグ 1923/3/9     
総数   1,131,609 521,735 132,431 200
難民総数
国名・地域名 ロシア人 アルメニア人 ロシア人 アルメニア人 ロシア人 アルメニア人
身分証明書交付者数パスポート制度導入時期
表 2　国際連盟第 6回総会資料によるロシア人、アルメニア人難民数
※アルメニア人にはロシア帝国、トルコ帝国からの難民を含むと考えられる。
典拠：ГАРФ.Ф-Р5764.Объединение Российских земских и городских деятелей в чехословацкой республике(Пра
жской Земгор). Оп.1.Д.1. Меморандум по беженским вопросам, представленный Нансеном Ф. Междупра
вительственной конференции и сведения о количестве русских эмигрантов в разных странах. Л.49-51.
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フランス 175 250 400 400
ドイツ 560 600 400 250
ポーランド 650 200 125 90
トルコ 225 100 10 3
ブルガリア 40 50 50 26
ユーゴスラヴィア 20 70 50 35
イタリア 20 15 15 1
チェコスロヴァキア 10 15 50 30
ルーマニア 10 55 10 10
ハンガリー 5 5 5 5
フィンランド 25 50 50 18
エストニア 20 40 20 17
ラトヴィア 12 15 30 40
リトアニア 70 50 5 10
イギリス 15 15 15 3
ベルギー 10 10 10 10
オーストリア 50 5 5 2.5
ギリシャ 3.5 10 1 1
中国 70 100 150 76
計 1990.5 1655 1401 1027.5
1920年まで 1923年 1925年1921年半ば
単位　千人
表 3　ポリャコフによるロシア難民数　
ポリャコフ『20世紀のロシア住民』第6章「ロシア人亡命者」
典拠：Ю.А.Поляков. Ответственный редактор. Население России в ХХ веке.
Исторические очерки. Т.1, 1900-1939 гг. М.,РОССПЭН,2000, с.141-142.
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